






科目名
時間割
コード

学期 曜日 時限 担当者 単位
学年
（学期）

備考 ページ

公民科教育法Ⅰ 06937 春 水 3 海野　省治 2 3（5） 25
公民科教育法Ⅱ 06938 秋 水 3 海野　省治 2 3（5） 25
情報科教育法Ⅰ 06942 春 火 1 秋本　弘章 2 3（5） 26
情報科教育法Ⅱ 06943 秋 火 1 秋本　弘章 2 3（5） 26
教科教育法特論Ⅰ 09110 春 月 4 安井　一郎 2 3（5） 27
教科教育法特論Ⅰ 06944 春 木 2 安井　一郎 2 3（5） 27
教科教育法特論Ⅱ 09111 春 木 2 Ｊ．Ｊ．ダゲン 2 3（5） 28
教科教育法特論Ⅱ 06945 秋 木 2 Ｊ．Ｊ．ダゲン 2 3（5） 28

教科教育法特論Ⅱ 19419 春 水 3 安間　一雄 2 3（5）
外、06以前入学の
経・法は履修不可 29

道徳教育の研究 06947 春 金 1 小島　優生 2 2（3） 30
道徳教育の研究 06948 秋 金 1 小島　優生 2 2（3） 30
道徳教育の研究 06949 春 月 3 安井　一郎 2 2（3） 31

特別活動／特別活動論※
06952
／19740

春 土 4 及川　良一 2 2（3） 32

特別活動／特別活動論※
06953
／19741

秋 土 4 及川　良一 2 2（3） 32

特別活動／特別活動論※
06950
／19739

秋 月 4 桑原　憲一 2 2（3） 33

教育方法学 06956 春 月 2 町田　喜義 2 2（3） 34
教育方法学 06957 秋 月 2 町田　喜義 2 2（3） 34
教育方法学 06955 春 火 1 安井　一郎 2 2（3） 35
生徒指導法 06961 春 水 4 海野　省治 2 2（3） 36
生徒指導法 06960 秋 水 4 海野　省治 2 2（3） 36
生徒指導法 06958 春 火 5 桑原　憲一 2 2（3） 37
学校カウンセリング 06963 春 水 2 瀧本　孝雄 2 2（3） 38
学校カウンセリング 06965 春 火 1 松尾　由美 2 2（3） 39
学校カウンセリング 06962 秋 火 1 松尾　由美 2 2（3） 39
総合演習※ 06968 春 水 1 安井　一郎 2 3（5） 40
総合演習※ 06972 秋 水 1 安井　一郎 2 3（5） 40
総合演習※ 06967 秋 金 2 和田　智 2 3（5） 41
教育実習論Ⅰ(事前指導)
／教育実習論(事前・事後指導)※

21838
／06976

秋 月 1 秋本　弘章 2 3（5） 42

教育実習論Ⅰ(事前指導)
／教育実習論(事前・事後指導)※

08751
／21839

秋 金 5 川村　肇 2 3（5） 43

教育実習論Ⅰ(事前指導)
／教育実習論(事前・事後指導)※

08750
／06975

春 水 2 小島　優生 2 3（5） 44

教育実習論Ⅰ(事前指導)
／教育実習論(事前・事後指導)※

08749
／06974

秋 金 3 小島　優生 2 3（5） 44

教育実習論Ⅰ(事前指導)
／教育実習論(事前・事後指導)※

08752
／06977

秋 火 1 安井　一郎 2 3（5） 45

教育実習論Ⅰ(事前指導)
／教育実習論(事前・事後指導)※

08753
／06978

秋 水 4 岩崎　充益 2 3（5） 46

教育実習論Ⅰ(事前指導)
／教育実習論(事前・事後指導)※

08754
／06979

秋 水 1 岩崎　充益 2 3（5） 46

教育実習論Ⅱ(事後指導) 12782 秋 金 5 川村　肇 2 4（7） 47
教育実習論Ⅱ(事後指導) 19820 秋 火 4 桑原　憲一 2 4（7） 48
教育実習論Ⅱ(事後指導) 09113 春 水 2 小島　優生 2 4（7） 49
教育実習論Ⅱ(事後指導) 06981 秋 金 3 小島　優生 2 4（7） 49
教育実習論Ⅱ(事後指導) 06980 秋 月 3 安井　一郎 2 4（7） 50
教育実習論Ⅱ(事後指導) 09112 秋 水 2 安井　一郎 2 4（7） 50
教育実習論Ⅱ(事後指導) 12783 秋 木 2 安井　一郎 2 4（7） 50
介護ボランティアの理論と実践 09109 春 水 3 保科　寧子 2 2（3） 51
介護ボランティアの理論と実践 06997 春 水 2 保科　寧子 2 2（3） 51
教育実習Ⅰ 07608 集中 - - 各担当教員 2 4（7）
教育実習Ⅱ 07609 集中 - - 各担当教員 2 4（7）

受講定員あり

春・水2は特別な事
情がある者のみ可

受講定員あり

※10年度以降
入学者該当科目

春・水2は特別な事
情がある者のみ可

受講定員あり
※09年度以前
入学者該当科目

※交・総
　の該当科目

養、07～12年度入学の
経・法は履修不可

養は自学科
科目名で登録
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【司書課程】
科目名

時間割
コード

学期 曜日 時限 担当者 単位
学年
（学期）

備考 ページ

生涯学習概論 06998 秋 火 4 阪本　陽子 2 2（3） 64
図書館概論 06999 春 木 4 井上　靖代 2 2（3） 65
図書館経営論 07036 秋 金 3 井上　靖代 2 2（3） 65
図書館サービス論 07035 春 金 2 井上　靖代 2 2（3） 66
情報サービス論a 08830 春 月 3 福田　求 2 3（5） 受講定員あり 67
情報サービス論a 08747 春 月 4 福田　求 2 3（5） 受講定員あり 67
情報サービス論b 08748 秋 金 1 井上　靖代 2 3（5） 受講定員あり 67
情報サービス論b 08831 秋 金 2 井上　靖代 2 3（5） 受講定員あり 67
情報検索演習 07005 春 火 3 福田　求 2 3（5） 受講定員あり 68
情報検索演習 07004 春 火 4 福田　求 2 3（5） 受講定員あり 68
情報検索演習 07003 秋 月 4 堀江　郁美 2 3（5） 受講定員あり 68
図書館資料論 07006 春 金 1 井上　靖代 2 2（3） 69
専門資料論 07007 春 月 2 小黒　浩司 2 2（3） 70
資料組織概説 07008 春 月 1 小黒　浩司 2 3（5） 71
資料組織演習 07010 秋 月 2 小黒　浩司 2 3（5） 受講定員あり 71
資料組織演習 07009 秋 月 1 小黒　浩司 2 3（5） 受講定員あり 71
児童サービス論 07011 秋 木 4 井上　靖代 2 2（3） 72
図書及び図書館史 07012 春 金 3 井上　靖代 2 2（3） 73
資料特論 07015 秋 水 5 山家　篤夫 2 3（5） 74
コミュニケーション論 07013 秋 土 3 町田　喜義 2 2（3） 75
図書館特論 07014 秋 水 3 山家　篤夫 2 3（5） 76

【司書教諭課程】
科目名

時間割
コード

学期 曜日 時限 担当者 単位
学年
（学期）

備考 ページ

学校経営と学校図書館 07016 春 木 1 井上　靖代 2 2（3） 77
学校図書館メディアの構成 07017 秋 木 2 井上　靖代 2 2（3） 78
学習指導と学校図書館 07019 秋 木 1 井上　靖代 2 2（3） 79
読書と豊かな人間性 07020 春 木 2 井上　靖代 2 2（3） 80
情報メディアの活用 07021 秋 火 3 福田　求 2 2（3） 81
情報メディアの活用 07022 秋 火 4 福田　求 2 2（3） 81

Ⅳ



行         事 対　　　　　象 教室、備考等

E-102：外国語学部　
E-101：国際教養学部、経済学部、法学部

2 教職課程登録（課程費納付） 全学部 4月5日（木）～12日（木） 申請書提出不要

3 司書・司書教諭課程ガイダンス 全学部 12月6日（木）　12：25～13：10 A-401

4 教職課程、司書教諭課程ガイダンス 全学部 3月29日（木）　12：30～13：30 E-102

5 教職課程、司書教諭課程登録（課程費納付） 全学部 3月29日（木）～4月12日（木） 新規登録者、申請書提出不要

6 介護等体験申込みガイダンス 2013年度体験予定者 10月16日（火）　12：25～13：10 E-101、掲示にて詳細連絡

7 介護等体験希望登録（実習費納付） 2013年度体験予定者 10月17日（水）～10月31日（水） 教務課免許課程係

8 司書・司書教諭課程ガイダンス 全学部 12月6日（木）　12：25～13：10 A-401

9 教職課程、司書教諭課程ガイダンス 全学部 3月29日（木）　15：00～16：00 E-102

10 教職課程、司書教諭課程登録（課程費納付） 全学部 3月29日（木）～4月12日（木） 新規登録者、申請書提出不要

11 介護等体験開始ガイダンス 2012年度体験予定者 4月17日（火）　12：25～13：10 E-101

13 教育実習校開拓 2013年度教育実習予定者 教職課程ガイダンス以降速やかに 各自が自主的に開拓

14 「教育実習依頼状交付願」提出

15 「教育実習者登録票」提出

16 教育実習依頼状交付 2013年度教育実習予定者 5月28日（月）～ 免許課程係で受取

17 教育実習依頼状を実習校に持参 2013年度教育実習予定者 5月28日（月）以降随時 交付後速やかに

8月3日（金）　9：30～12：30

（前半90分：教育実習に備えて、

　後半90分：教員採用試験に向けて）

19 「総合演習」体験学習 全学部 9月上旬、3月上旬 2泊3日(詳細は授業内で伝達）

20 教育実習校斡旋願提出（未開拓者） 2013年度教育実習予定者 9月26日（水）～10月10日（水） 免許課程係に提出

21 教育実習校斡旋者選考試験 2013年度教育実習予定者 10月18日（木） 教職・司書相談室

22 司書・司書教諭課程ガイダンス 全学部 12月6日（木）　12：25～13：10 A-401

23 教職課程、司書教諭課程ガイダンス 全学部 3月29日（木）　15：00～16：00 E-101

24 教職課程、司書教諭課程登録（課程費納付） 全学部 3月29日（木）～4月12日（木） 新規登録者、申請書提出不要

26 教育実習事前指導面接 2012年度実習者 各自の教育実習開始７日前まで 教職相談時間に実施

27 教育実習指導教員発表 2012年度実習者 5月14日（月） 掲示にて発表

28 教育実習校との打合せ 2012年度実習者 実習2～3週間前 各自実習校に確認

29 教育実習（中学・高校にて実施） 2012年度実習者

8月3日（金）　9：30～12：30

（前半90分：教育実習反省会、

　後半90分：教員採用試験に向けて）

31 教育実習日誌提出 2012年度実習者

32 免許状一括申請説明会（書類配付） 全学部 10月4日（木）　12：25～13：10 E-101、 掲示にて詳細連絡

33 免許状一括申請受付（手数料納付） 全学部 10月5日（金）～10月31日（水） 免許課程係に提出

34 教職課程、司書教諭課程修了者発表 全学部 2013年3月5日（火） 掲示板

35 教育実習日誌返却 全学部 2013年3月5日（火）以降 免許課程係にて

36 司書教諭課程修了証申請受付 司書教諭課程修了者 2013年3月5日（火）～20日（水） 免許課程係

37 免許状授与（一括申請者） 全学部 2013年3月20日（水） 卒業式当日

行         事 学　　　　　年

1 司書課程ガイダンス 2～4年 3月29日（木）　11：15～12：15 E-101

2 司書課程登録 2年、（3・4年） 3月29日（木）～4月12日（木） 新規登録者、申請書提出不要

3 司書・司書教諭課程ガイダンス 全学部 12月6日（木）　12：25～13：10 A-401

4 司書課程修了者発表 4年 2013年3月5日（火） 掲示板

5 司書課程修了証授与 司書課程修了者 2013年3月20日（水） 卒業式当日

　 教務課　免許課程係

日　　　　　時

１
学
年

1 教職課程ガイダンス 全学部 4月4日（水）　9：30～10：30

２０１２年度  教職課程・司書教諭課程　年間行事予定

２
学
年

＊上記日程は変更になる場合もあります。免許課程掲示板(教務課前）を必ず見てください。

３
学
年

18 教育実習準備セミナー 2013年度教育実習予定者

▽① 4月24日(火)  ② 6月26日(火)
   ③ 9月25日(火)  ④ 11月20日(火)
   の12:25～13:10

E-101
▽体験日前月の回に出席
(8･9月に体験予定の者は②に出席、
 1・2月に体験予定の者は④に出席)

2013年度教育実習予定者
5月18日(金）まで（開拓できた者。
以降に開拓できた場合は随時提出）

免許課程係に提出

４学年教育実習反省会と同時開催
[E-312:社会・地歴・公民・情報実習者、
 E-308,311:外国語実習者]※

12 介護等体験直前ガイダンス 2012年度体験予定者

４
学
年

25 教育実習オリエンテーション 2012年度実習者

30 教育実習反省会 2012年度実習者
秋実習者を含め全員出席
[E-312:社会・地歴・公民・情報実習者、
 E-308,311:外国語実習者]※

期日・提出方法は「教育実習論Ⅱ（事後指導）」において指示する

①3月29日（木）16：00～17：30
②3月30日（金）1･2･3･4時限

①E-101
②E-311　　他

　　　　　　　　 日程は実習校により異なる

備        考

※E-308：英語学科学籍番号下3ケタ001～200、ドイツ語学科、言語文化学科／Ｅ‐311:英語学科学籍番号下3ケタ201～、フランス語学科、交流文科学科、大学院生、科目等履修生

２０１２年度  司書課程　年間行事予定

日　　　　　時
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The purpose of this course is to not just introduce the 
student to the necessary teaching techniques (how to 
teach), but also to establish a basis of understanding of 
the approaches, concepts and reasoning on which 
foreign language education is based, and upon which the 
student will be able to build and develop a coherent plan 
of instruction. 
 
We shall spend most of this term in reading, lecture, and 
discussion of the approaches, concepts and reasoning on 
which foreign language education is based. 
 
As class time is limited and valuable, students will be 
expected to keep up on the reading on their own time. 
Class time will be reserved for lecture and discussion. 
 
As attendance is essential for participating in this 
course, if you miss or are very late for more than 1/3 of 
the lessons, you will automatically fail. 
 
Note: Student selection for this class will be carried out 
during the guidance period at the beginning of the 
academic year. 

Week 1: Course description. Assignment. 
Week 2: Theme: The teaching situation. Lecture, 
discussion, assignment. 
Week 3: Theme: The role of the teacher. Lecture, 
discussion, assignment. 
Week 4: Theme: The role of the school. Lecture, 
discussion. 
Week 5: Theme: The role of the student. Lecture, 
discussion, project assignment. 
Week 6: Theme: Testing. Lecture, discussion, reading. 
Week 7: Theme: Testing. Lecture, discussion, assn. 
Week 8: Theme: How is language learned? Lecture, 
discussion, reading. 
Week 9: Theme: The history of language teaching. 
Lecture, discussion. 
Week 10: Theme: Approach and method--traditional. 
Lecture, discussion, handouts. 
Week 11: Theme: Approach and method--modern. 
Lecture, discussion. 
Week 12: Theme: Planning a lesson. Lecture, discussion.
Week 13: Theme: Selected topics. 
Week 14: Theme: Selected topics. 
Week 15: Consolidation & Review. 

  
Hubbard, P. et al., A Training Course for TEFL. (Oxford 
Univ. Press.) Handouts. 

Grades are based on in-class participation, a number of 
assignments, and a final assessment based on the 
handouts and lecture. 
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The purpose of this course is to introduce the student to 
the necessary teaching techniques (how to teach) 
involved in teaching a successful language class, built 
on an understanding of the approaches, concepts, and 
reasoning on which foreign language education is based 
as presented in the first semester. 
 
This course will be devoted to student in-class practice 
teaching based on the material covered in the first 
semester, and incorporating practical teaching 
techniques that will be covered in reading and lecture. 
 
We will first look at materials and techniques used in 
teaching the various language skills, and then develop a 
lesson plan making use of said techniques. 
  
As attendance is essential for participating in this 
course, if you miss or are very late for more than 1/3 of 
the lessons, you will automatically fail. 
 
Note: Student selection for this class will be carried out 
during the guidance period at the beginning of the 
academic year. 

Week 1: Course Introduction, Decide presentation 
schedule 
Week 2: Teaching Grammar--Lecture, Activities 
Week 3: Teaching Grammar--Video 
Week 4: Teaching Grammar--Student presentations 
Week 5: Teaching Reading--Lecture, Activities 
Week 6: Teaching Reading--Student presentations 
Week 7: Teaching Writing--Lecture, Activities 
Week 8: Teaching Writing--Student presentations 
Week 9: Teaching Listening--Lecture, Activities 
Week 10: Teaching Listening--Student presentations 
Week 11: Teaching Oral Communication--Lecture, 
Activities 
Week 12: Teaching Oral Communication--Student 
presentations 
Week 13: Selected activities. 
Week 14: Make-up presentations. 
Week 15: Consolidation & Review. 
 
 
 

  
Hubbard, P. et al., A Training Course for TEFL. (Oxford 
Univ. Press.) Handouts. 

Grades are based on in-class participation, a number of 
assignments, a presentation, and a final paper. 
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1.  Introduction to course 

2.  Reflection on language learning and teaching 

3.  Theoretical approaches and methods 

4.  Syllabus and teaching guidelines 

5.  Textbooks 

6.  Classroom management 

7-8.  Lesson planning  

9-10. Materials development  

11.  Testing and evaluation 

12.  Team teaching 

13.  Teaching younger learners 

14.  Teaching global issues 

15.  Reflection and wrap-up 

  
 30 30

20 10 10
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1. Introduction  
2. Classroom language 
3. Lesson planning 
4. Individual presentations, Lesson planning 
5. Individual presentations, Lesson planning 
6. Micro teaching 1 (pair, one task) 
7. Micro teaching 1  
8. Micro teaching 1 
9. Reflection 
10. Micro teaching 2 (group, one lesson) 
11. Micro teaching 2 
12. Micro teaching 2 
13. Micro teaching 2 
14. Micro teaching 2 
15. Reflection and wrap-up 

  
 30 reflective essays (20%) 

30 10
10  
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03 年度以降 社会科教育法Ⅰ 担当者 秋本 弘章 

講義目的、講義概要 授業計画 

 
中学校において、社会科を担当するための基礎となる事

柄を習得する。 

社会科教育法Ⅰでは、社会科の基本的性格を明らかにす

るとともに、学習指導要領に基づいて、教科の内容につい

て基本的知識を身につける。また、今日社会科教育に課さ

れている課題について考える。 

なお、科目の性質上、単なる講義ではなく受講者の発表

等を取り入れながら授業を進めていく。 

 
＊中学校「社会科」の教育内容について、教科書等を購入

し、自習しておくこと。 
 
 

1 社会科教員の 1 日 

2 社会科成立の背景と意義 

3 社会科の教育課程とその変化（１） 

4 社会科の教育課程とその変化（２） 

5 社会科の教育課程とその変化（３） 

6 社会科の教育内容（１）地理的分野（１） 

7 社会科の教育内容（２）地理的分野（２） 

8 社会科の教育内容（３）歴史的分野（１） 

9 社会科の教育内容（４）歴史的分野（２） 

10 社会科の教育内容（５）公民的分野（１） 

11 社会科の教育内容（６）公民的分野（２） 

12 社会科の今日的課題（１）環境 

13 社会科の今日的課題（２）国際化 

14 社会科の今日的課題（３）情報化 

15 社会科の今日的課題（４）人権 
 

テキスト、参考文献 評価方法 

文部省『中学校学習指導要領解説（平成 20 年９月）社会

編』日本文教出版ほか 

授業参加度を重視する。授業時に出される小課題(レポー
ト)等も重要な評価材料である。 

 

  担当者  

講義目的、講義概要 授業計画 

  

テキスト、参考文献 評価方法 
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In this course, we will be taking a different approach to 
teaching. Rather than simply study in dry textbooks 
about classroom teaching methods and techniques, we 
will be reading a book written by a teacher for teachers, 
a book detailing the teacher’s teaching beliefs and 
experiences on teaching, teachers, and students. 
 
In addition, we will observe, through the use of video, 
three inspirational films detailing the teaching 
experiences of three teachers, their attitudes towards 
students and teaching, and the techniques they 
employed in the classroom to improve the learning of 
their students. 
 
By linking these two learning resources, it is hoped that 
the students in this class will gain a clearer and better 
understanding of what it means to be a teacher, of 
teaching, and of students.  
 
As attendance is essential for participating in this 
course, if you miss or are very late for more than 1/3 of 
the lessons, you will automatically fail. 

Week 1: Course introduction, pre-reading activities. 
Week 2: Reading activities, pre-viewing activities. 
Week 3: Video Ia, assignment 
Week 4: Video 1b, assignment 
Week 5: Post-viewing activities, pre-reading activities. 
Week 6: Reading activities, pre-viewing activities. 
Week 7: Video IIa, assignment 
Week 8: Video 1Ib, assignment 
Week 9: Post-viewing activities, pre-reading activities. 
Week 10: Reading activities, pre-viewing activities. 
Week 11: Video IIIa, assignment 
Week 12: Video 1IIb, assignment 
Week 13: Post-viewing activities. 
Week 14: Consolidation. 
Week 15: Review. 
 

  
Handouts Grades are based on in-class participation, assignments, 

quizzes, and a final assessment. 
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In this course, we will be taking a different approach to 
teaching. Rather than simply study in dry textbooks 
about classroom teaching methods and techniques, we 
will be reading a book written by a teacher for teachers, 
a book detailing the teacher’s teaching beliefs and 
experiences on teaching, teachers, and students. 
 
In addition, we will observe, through the use of video, 
three inspirational films detailing the teaching 
experiences of three teachers, their attitudes towards 
students and teaching, and the techniques they 
employed in the classroom to improve the learning of 
their students. 
 
By linking these two learning resources, it is hoped that 
the students in this class will gain a clearer and better 
understanding of what it means to be a teacher, of 
teaching, and of students.  
 
As attendance is essential for participating in this 
course, if you miss or are very late for more than 1/3 of 
the lessons, you will automatically fail. 

Week 1: Course introduction, pre-reading activities. 
Week 2: Reading activities, pre-viewing activities. 
Week 3: Video Ia, assignment 
Week 4: Video 1b, assignment 
Week 5: Post-viewing activities, pre-reading activities. 
Week 6: Reading activities, pre-viewing activities. 
Week 7: Video IIa, assignment 
Week 8: Video 1Ib, assignment 
Week 9: Post-viewing activities, pre-reading activities. 
Week 10: Reading activities, pre-viewing activities. 
Week 11: Video IIIa, assignment 
Week 12: Video 1IIb, assignment 
Week 13: Post-viewing activities. 
Week 14: Consolidation. 
Week 15: Review. 
 

  
Handouts Grades are based on in-class participation, assignments, 

quizzes, and a final assessment. 
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1986; ISBN 
4327375047  

M. A. K. Halliday & R. Hasan, Cohesion in English 
(Longman, 1976; ISBN 978-0582550414) 

 
  

1983; 
ISBN 4469141526  
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03 年度以降 教育方法学 担当者 町田 喜義 

講義目的、講義概要 授業計画 

・本講義は教育職の重要性を再検討し、学校教師の役割と機能を

確認する。また、各自の教育方法に関する基礎を養成するもので

ある。 

・講義概要 

 人間の一生は、日常の様々な直接経験、本、雑誌、ＴＶ、イン

ターネットなどのメディアを利用した間接経験、そして言語によ

る理性的・感性的経験を通しての成長過程である。言い換えれば

、人間は成熟するまでに非常に長い年月を必要とし、その過程に

あっては多くの他者との関わりあいが不可欠である。「蛙の子は

蛙」という故事は、人間の成長過程とは非なるものを的確に言い

表している。そこには、子どもは他者との様々な相互作用（異な

った対応の仕方など）を通して、一人前の人間になっていくとい

うとらえ方がある。教育職は子どもの成長過程に「意図的」に参

画する重要な媒介者である。 

１．プロローグ：概要説明 

２．コミュニケーションと教育・学習 

３．教師の役割 

４．授業を問いかける 

５．視聴覚メディア 

６．ビデオ教材による教育現場 

７．校外専門家による授業 

８．グル－プ討論① 

９．授業設計 

10. 測定とは？ 

11. 評価とは？ 

12. 教育方法のイメージ 

13. ある高等学校の教育実践ビデオ 

14. グル－プ討論②  

15. エピローグ：まとめ 

テキスト、参考文献 評価方法 

佐賀啓男編著（2010）『視聴覚メディアと教育』樹村房、 

伊藤功一(1992)『魂にうったえる授業』ＮＨＫブックス、ほか

・出席：15％、個人レポート：15％、グループレポート：40％ 

・定期試験：30％ 

 

 

03 年度以降 教育方法学 担当者 町田 喜義 

講義目的、講義概要 授業計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（半期完結科目のため、講義目的等は春学期と同じ） 

 

テキスト、参考文献 評価方法 
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  担当者  

講義目的、講義概要 授業計画 

  

テキスト、参考文献 評価方法 

  

 

09 年度以前 
10 年度以降 

教育実習論Ⅰ(事前指導) 
教育実習論(事前・事後指導) 

担当者 秋本 弘章 

講義目的、講義概要 授業計画 

教育実習は、これまで大学の教職課程で学んできたことの

成果を、実習校での学校運営に教育実習生として直接参加

することによって、具体的に実証する機会である。本講で

は、教育実習の事前指導として、教育実習に参加すること

の意義や目的、実習期間中の学校生活の概要を理解すると

ともに、学習指導案の作成、基礎的な指導技術の習得、模

擬授業等を体験することにより、実習における学習のポイ

ントを明確にする。また、実習生としての心構え、実習期

間中の留意点等についてもふれ、教育実習に関する理解を

深めていく。 

第１回：教育実習とは何か 
第２回：教育実習の概要 
第３回：HR 指導(1) SHR 
第４回：HR 指導(2) 清掃指導と給食指導 
第５回：HR 指導(3) LHR の役割 
第６回：HR 指導(4) 生活指導について 
第７回：HR 指導(5) 進路指導 
第８回：特別活動指導(1) 
第９回：特別活動指導(2) 
第 10 回：課外活動指導 (1)  
第 11 回：学習指導(1) 
第 12 回：学習指導(2) 
第 13 回：模擬授業(1) 
第 14 回：模擬授業(2) 
第 15 回：教育実習期間中の諸注意 

テキスト、参考文献 評価方法 

文部科学省『中学校学習指導要領』『中学校学習指導要領

解説 総則編』その他は、講義の中で紹介する。 
出席、授業参加度、レポートによる総合評価 

 
42



  担当者  

講義目的、講義概要 授業計画 

  

テキスト、参考文献 評価方法 

  

 

09 年度以前 
10 年度以降 

教育実習論Ⅰ(事前指導) 
教育実習論(事前・事後指導) 

担当者 川村 肇 

講義目的、講義概要 授業計画 

第一に、教育実習の意義（教職課程上の位置付け等）を

講義し、教育実習の実際を、実習を終えた四年生から学び

ます。これを通じて、実習を迎える心構えと準備を確かな

ものにします。 
第二に、実習校種別にグループを作って、四年生（実習

修了生）の援助の下に、模擬授業を行います。これによっ

て、教案の書き方、授業準備の仕方、授業の進め方や注意

点など実践的な技法を、きめ細かく学びます。 

1～3 回 教育実習の意義および実習の実際について 
4～6 回 校種別実習計画づくり 
7～14 回 校種別模擬授業実施 
15 回 まとめ 

テキスト、参考文献 評価方法 

『教育実習の指針』 出席と、作成した教案等を勘案して、期末レポートに加味

します。出席は 6 割が必須です。 
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09 年度以前 
10 年度以降 

教育実習論Ⅰ(事前指導) 
教育実習論(事前・事後指導) 

担当者 小島 優生 

講義目的、講義概要 授業計画 

●講義目的 
 教育実習にいく前の最後の授業であるので、主にこれま

で教科指導法等で学んだ授業方法や、生徒指導を踏まえ、

実習前の実践的なそうまとめをすることが目的である。 
 
●講義概要 
１．～３．まででは、教育実習についてのビデオ等を視聴

し、実習の概要をつかむ。また十種予定校について調べ、

それを互いに発表することで様々な学校の概要や、その特

徴にあった指導等を共有する。 
４では近隣の高等学校に実際に授業見学をさせてもらい、

実際の授業や生徒の様子を把握する。 
９～１４では、指導案を作成し、模擬授業を行う。これに

よって、教案の書き方、授業準備の仕方、授業の進め方や

注意点などを、再度きめ細かく学ぶ。また、他の人の授業

に参加し、コメントを共有することで自身の模擬授業に反

映させる。 
 
 

１．ガイダンス・自己紹介等 
 
２．教育実習の概要（１）生活指導編 
 
３．教育実習の概要（２）学習指導編 
 
４ 学校見学 
 
５．学習指導案を作成する① 
 
６ 学習指導案を作成する② 
 
７．学習指導案を検討する 
 
８． ～１４．模擬授業 
 
１５．まとめ 

テキスト、参考文献 評価方法 

 ①出席、発言などの授業への貢献、②指導案やレポートの

提出などを評価する。 

 

09 年度以前 
10 年度以降 

教育実習論Ⅰ(事前指導) 
教育実習論(事前・事後指導) 

担当者 小島 優生 

講義目的、講義概要 授業計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（半期完結科目のため、講義目的等は春学期と同じ） 

 

テキスト、参考文献 評価方法 
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  担当者  

講義目的、講義概要 授業計画 

  

テキスト、参考文献 評価方法 

  

 

09 年度以前 
10 年度以降 

教育実習論Ⅰ(事前指導) 

教育実習論(事前・事後指導) 
担当者 安井 一郎 

講義目的、講義概要 授業計画 

講義目的 

本講は、教育実習の意義や目的、その概要を理解す

るとともに、学習指導案の作成、基礎的な指導技術

の習得、模擬授業等を行うことにより、教育実習に

向けての準備を進めることを目的とする。 

講義概要 

教育実習は、これまで大学の教職課程で学んできた

ことの成果を、実習校での学校運営に教育実習生と

して直接参加することによって、具体的に実証する

機会である。本講では、教育実習の事前指導として、

教育実習に参加することの意義や目的、実習期間中

の学校生活の概要を理解するとともに、学習指導案

の作成、基礎的な指導技術の習得、模擬授業等を体

験することにより、実習における学習のポイントを

明確にする。また、実習生としての心構え、実習期

間中の留意点等についてもふれ、教育実習に関する

理解を深めていく。 

１ 教育実習とは何か 

２ 教育実習の概要 

３ 授業を見る(1) 

４ 授業を見る(2) 

５ 授業を見る(3) 

６ 授業を見る(4) 

７ 授業のスキル 

８ 授業の評価 

９ 学習指導案の作成(1) 

10 学習指導案の作成(2) 

11 模擬授業(1) 

12 模擬授業(2) 

13 模擬授業(3) 

14 模擬授業(4) 

15 教育実習期間中の諸注意 

テキスト、参考文献 評価方法 

獨協大学『教育実習の指針』文部科学省『中学校学習指導

要領』『同解説 総則編』『高等学校学習指導要領』『同

解説 総則編』その他は、講義の中で紹介する。 

出席（8 割以上、厳守のこと）、レポート、試験に

よる総合評価 
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  担当者  

講義目的、講義概要 授業計画 

  

テキスト、参考文献 評価方法 

  

 

 

 

09 年度以前 
10 年度以降 

教育実習論Ⅰ(事前指導) 
教育実習論(事前・事後指導) 

担当者 岩崎 充益 

講義目的、講義概要 授業計画 

講義の目的： 
 教師にとってその日、その日の授業は真剣勝負です。一

時たりとも無駄に出来ません。 

 教育実習は幾週間かの授業を学校から提供してもらい、

実際に授業をする機会が与えられるシステムです。 

 教育実習生の受け入れにあたり、大切な授業を提供する

わけですから学校側は実習生に大きな期待を抱きます。 

より多くの優れた人材が教育界で活躍し、未来の使者で

ある児童・生徒の教育に献身的にあたることを期待してい

るのです。この講義を通じて教育実習の重みを知ってもら

いたいと思います。 

講義の概要： 

 どんな人も最初に出会う大人が教師です。教師と出会

い、影響をうけ成長していきます。教師という職業は大変

責任のともなう仕事です。 

 教師という職業の重要性、現代教育事情、生徒との付き

合い方、実際の授業運営の方法などを実践演習を通じて学

びます。 

① 教師という職業・教育実習の意義  
② 現代教育事情 Ⅰ 
③ 現代教育事情 Ⅱ 
④ 授業参観のポイントと研究授業 
⑤ 生活（生徒）指導と生徒理解 
⑥ 学校運営組織と校務分掌 
⑦ 教育課程の編成 
⑧ 教科外活動・道徳活動・奉仕活動他 
⑨ 学校における危機管理・事例研究 
⑩ 授業の進め方と単元指導計画書の作成 Ⅰ 
⑪ 授業の進め方と単元指導計画書の作成 Ⅱ 
⑫ 授業実践演習 Ⅰ 
⑬ 授業実践演習 Ⅱ 
⑭ 授業実践演習 Ⅲ 
⑮ 講評・評価 
 

テキスト、参考文献 評価方法 

『教育実習の指針』獨協大学 授業の中の presentation、課題図書を読んで reaction 

paper（単なる感想文ではありません）、単元指導計画書で

総合的に判断する。（8 割以上の出席者を評価対象とする）
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